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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞
■H24.7.25に職員駐車場の巡視を行っています。巡視結果については、掲示板をご参照ください。

【駐車カード未提示者について】
紛失した者については、庶務チームにて再発行を行います。今後、3回未提示だった場合、マイカーでの出勤を禁止します。
【駐車許可未登録車について】
　申し出なく、次回巡視にも駐車している場合は、不審車両として警察へ届出をします。
■H24.8.13(月)13:30～第二診察室にて川端Drの外来診察が行われます。

■H24.8.14～H24.8.16まで、お盆の為、外来診察は休診となっております。

＜患者情報＞

■佐々木葉子様：川端Drが主治医の患者であるが、本日受診している。3日前より、寒気・頭痛・発汗等の身体不調が出現し、上記症状が持続していたことから、本日受診の希望があり、受診している。主治医より、飲酒の有無の確認を行うが、「飲んでいない」「飲んだら先生に怒られるから」等と訴え、否定している。本日は解熱鎮痛剤が処方され、後日川端Drの診察を受けていただくこととしている。

■嶋守喜一　様：H24.7.28通所しているデイサービスにて食事を詰まらせることがあり、八戸赤十字病院救命救急センターを受診。同院にて異物除去を行い、帰宅している。後遺症はなく、現在もデイサービスへの通所を継続している。

■川井芳子　様：以前より、「死んだ友達が自分の中に入ってくる」「自分を呼んでいる」等の妄想を訴えることが頻回であった。本日受診時、「やっと自分の中から友達がいなくなった」等、妄想による体験が軽減されたことを訴えていた。今後も同処方を継続して、治療を継続していく。

■青柳　想　様：抑うつ感等の症状が軽減されていたことから、職場への復帰を希望。主治医が診断書を作成し、本人へ渡している。今後も薬物療法・精神療法等を継続して情動の安定化を図っていく。

■松永勘五郎様：本日より、通所している就労移行支援事業「うみねこ幸房」を5日間休むこととなったことを話している。連休中に行うことを確認した際、「家でゆっくり過ごす」と話している。

＜来週の予定＞

■H24.8.13…入院予定1名

栗谷川　慎平様　主病名：アルコール依存症　主治医：田名部Dr

初飲は17歳。機会飲酒程度であったが､24歳時より飲酒が習慣化。職場での対人関係や業務内容等に悩み､徐々に飲酒量が増加。H11年､退職後､飲酒量が増加。毎日日中から飲酒していた。H22年1月､両親から｢今後面倒をみることが難しい｣と言われた事を機に抑うつ感が強まり､｢気を紛らわせる為｣と連続飲酒状態となっていた。H22.2.4よりさくら病院への通院を継続。抑うつ状態は徐々に改善するが､断酒できず､H22.6.2当院を初診し､同月9日､当院1回目の入院。H22.9.8退院後､飲酒を再開。当院への通院を継続していたが､徐々に連続飲酒状態となり､H23.7.2当院2回目の入院。H23.9.24退院後､当院への通院を継続。まもなく飲酒を再開。飲酒ｺﾝﾄﾛｰﾙが困難となり､酩酊状態での粗暴性･衝動性が強まり､H24.7.31母親に対して威嚇して､警察官に逮捕･留置。本人･家族が入院治療を希望し､H24.8.13当院へ入院予定。

■H24.8.13…新患予定1名

田村　弘隆様

現在妻と共に生活している。妻と共に認知機能の低下が認められ､貴重品や金銭管理が困難となっており､｢無くなった｣｢盗った｣とお互いに言い合い､頻回に喧嘩をしている状況であった。その状況であったことから､甥が八戸市介護保険課へ相談に行き､その後八戸市包括支援ｾﾝﾀｰが相談対応していた。同ｾﾝﾀｰにおいて､認知症症状が認められることから､精神科受診をし､精査を受けるよう勧められ､当院へ相談があった。ADLは自立。定期的な医療機関への受診は行っていないが､風邪症状が出現した際などには､長谷川内科を受診していた。車の運転を継続しているようで､妻を病院に乗せて行ったりしているが､運転の荒さがあり､運転中に行き先が分からなくなることがあるとの事。金銭管理は行っておらず､妻が金銭管理を行っている。

